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はじめに
福井県下の地質に関する最近の知見は 2010 年版福井県地質図にまとめられている（福井県，
2010）．しかし，2010年当時においても地質調査の粗密があり，全県が統一された精度・基準で図化
されたものではなく，また一部には著しく調査精度が低い部分も含まれていた．5万分の 1地形図で
いえば「大野」図幅の地域（福井県，1987/1988）がそれらの一つである．服部（2011，2012，2013）
は「大野」図幅地域の地質図精度の上昇を目的として，越前中央山地の地質調査に取り組んできた．
越前中央山地は東側を大野盆地，南側を宝慶寺断層および池田町稲荷から越前市味真野にかけての凹
地部（吉野瀬川断層の東方延長部），西側を福井平野，北側を九頭竜川に囲まれたほぼ方形の山地で
あり（図１），その中央部を足羽川がほぼ南から北へ，そして東から西に流れている．
この山地の地質として，標高の低いところに先中新世の岩石が，高いところには中新世の安山岩類
が分布していることが判明していた．先中新世の岩石分布地域のうち，中央山地の中央を流れる足羽
川沿いの地域，芦見川沿いの地域，それに福井市と大野市の境界に当たる福井市東俣－大野市中丁地
域の調査は完了している（服部，2011，2012，2013）．残されていたのは，中央山地北端の九頭竜川
左岸地域（上志比地域）である．今回，この地域の調査が完了したので，地質図に整理し報告する．
さらに，狭い地域ながら，福井市縫原町近くを再度詳細に調査した．また，中央山地西端の文殊山－
三里山－不老地区（文殊山－三里山地域）の中新統と先中新統を観察したので，それらの結果もここ
に報告する．
上志比地域の地質
上志比地域（図２）は 5万分の 1地形図「永平寺」図幅の中央部に位置し，「大野」図幅の北側に
接している．戦後まもなくに発表された鉱山調査報告（田久保ほか，1954）を参考にして，1969年
に公刊された福井県地質図（福井県，1969）において大勢が示され，その後，吉澤（1977）により坂
井市竹田盆地に分布する中新統が調査された．引き続いて，福井県（1988）による「永平寺」図幅の
表層地質（吉澤，1988）や地形分類（吉川，1988）およびその解説が公刊されている．
今回の調査では，片麻岩，花崗岩，砂岩・泥岩，流紋岩類・流紋岩質溶結凝灰岩，安山岩類，それ
に未固結堆積岩が識別された（図３）．従来の地質図によれば，この地域には，飛騨片麻岩類，古期
花崗岩類，足羽層，濃飛流紋岩類，西谷流紋岩（西谷流紋岩質溶結凝灰岩．以下西谷層とする．理由
は後述），それにこれらを被覆する安山岩類と九頭竜川沿いと谷沿いの低地に段丘堆積物や扇状地・
土石堆積物が分布している（福井県，1969，2010：吉澤，1988）．今回の調査では識別された地層・
 キーワード：越前中央山地，上志比地域，地域地質，中生代，中新世
※ 福井大学地域環境研究教育センター学外協力メンバー
 ㈱サンワコン（918-8525　福井市花堂北1丁目7番25号）
No.22，27	-	38，2015
Geology of A Few Areas in Fukui Prefecture
Ⅵ：Kamishihi Area of the Left-side of the Kuzuryu-gawa River, Monjusan-Sanriyama Area and Nuibara 
Area of Fukui City
福井県内のいくつかの地域の地質
その６：九頭竜川左岸部の上志比地域，
文殊山・三里山地域および福井市縫原地域
服部　　勇※
IsamuHattori
―27―
福井大学地域環境研究教育センター研究紀要
「日本海地域の自然と環境」
岩石の年代を特定する情報が得られていないが，西谷層を除いて，表層地質「永平寺」図幅（吉澤，
1988）で用いられた分類・対比に問題はないと思われるので，基本的に従来の解釈に従う．
この地域の片麻岩は飛騨変成岩類に含まれるものであり，角閃石片麻岩と黒雲母片麻岩からなる．
角閃石片麻岩は長径が 1cm程度の角閃石と長石からなり，中粒サイズである．長石はピンク色であ
る場合が多い．黒雲母片麻岩は細粒で，黒雲母のほかに石英や長石を含む．所によっては砂質片麻岩
（psammiticgneiss）に区分できる場合もある．所によっては頻繁に幅（厚さ）数 10cmの石英脈を含む．
角閃石片麻岩は地域の東部に，黒雲母片麻岩は地域の西部に分布する．1969年版福井県地質図では，
飛騨片麻岩類の片麻構造の走向・傾斜は，吉峰川の東（市荒川側）では N30°E，30°SEであるのに対し，
吉峰川の西（竹原，栗住波，大月，野中側）では N40～ 60°W，30°SWを示すと記載されている（福
井県，1969）が，これとは異なる場面も多い．この地域の片麻岩類はしばしば石灰岩小塊を含む．大
きいものではサイズが数 10mに達し，数十年前までこれらの石灰岩は採掘されていたが，品位に劣り，
規模も小さいので現在では採掘されていない．
白亜紀砂岩－泥岩とした地層は，濃飛流紋岩の基底部に分布する流紋岩質砕屑物からなる堆積岩が
多い点では，足羽層に対比できることを示唆する．本層のうち，勝山市比島に露出する地層は粗粒砂
岩と炭質物を含む泥岩の互層であり，地層の姿勢はほぼ水平である．勝山市発坂では礫質砂岩が主体
である．地層の姿勢はほぼ水平である．保田の西と南の山麓に分布する本層は流紋岩質砂岩であり，
細礫を含む部分がある．露頭が悪く，地層の姿勢は不明であるが，濃飛流紋岩の基底に発達している．
永平寺町轟の南の沢沿いに発達する本層は砂岩主体の地層で，一部は含礫である．泥岩は乏しい．こ
れらの地層は地質図（図３）では一括して白亜紀砂岩－泥岩として塗色されている．吉澤（1988）は
全体を足羽層に対比している．しかし，白亜紀砂岩－泥岩とした地層は，上述したように，性格の異
なる層相を有し，一体として扱えない可能性もある．
図 1：福井県越前中央山地を示す位置図．
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ところで，足羽層そのものは，九頭竜川から 20km南の大野市巣原から池田町稲荷，それに吉野
瀬川に沿った東西の地域に分布する流紋岩質砕屑物を主体とする堆積岩であり，チャート角礫を多
く含むことが多い．TsukanoandMiura（1959）や福井県（1969）によると，飛騨帯と美濃帯の境界
に発生した湖沼に堆積した地層であるとされている．九頭竜川のすぐ南側の芦見川（足羽川の一支
流）には白亜紀後期の堆積岩が分布するが（藤，1958），足羽層には対比されていない．芦見川の出
口の小和清水付近には明らかな手取層群が分布している（前田，1961：安野，2004，2006：山田ほか，
2005：山田ほか，2008：佐藤，2008）．勝山市北部にはやはり白亜紀後期の大道谷層が分布する（Matsuo，
1961，1970）．田久保ほか（1954）はこの地域に手取層群の分布を認めている．これらの地層群は相
互に似た点も多い．現時点では，ここで足羽層とした地層が他の地層に対比される可能性を否定でき
ない．今後の手取層群，足羽層，大道谷層，それに九頭竜川沿いの足羽層の層序学的・堆積学的・古
環境学的研究が待たれる．
白亜紀末期の流紋岩類にはそれらが分布する地域ごとに異なる名称が与えられている．福井県内で
も，濃飛流紋岩類，面谷流紋岩類，日野山流紋岩類，宮崎村流紋岩類，鬼ヶ岳流紋岩などがある．こ
れらの流紋岩類を総括する名称として濃飛流紋岩類を用いることができるので，この論文では，濃飛
図 2：上志比地区，文殊山・三里山地域および福井市縫原地域を示す図．
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流紋岩類として記述する．本岩は細粒の火山角礫を多く含む溶結凝灰岩である場合が多い．新鮮な部
分は白色であるが，風化により薄茶色を呈する．本岩はしばしば赤紫色の層状部分を含む．この赤紫
色部は次に述べる西谷層中の赤紫色流紋岩質凝灰岩との識別が困難な場合があるが，分布上濃飛流紋
岩類の一部とした．
西谷層は，従来から西谷流紋岩と呼称されてきているが，主体は流紋岩質溶結凝灰岩であり（河合，
1956：大村，1968），細粒の火山礫凝灰岩質でもある．岩質的には流紋岩質というよりデイサイト質
といった方が適切である．濃飛流紋岩類を軽微な不整合で被覆するとされている．ピンクから赤紫色
を呈することが特徴である．細粒の火山礫凝灰岩であるが，溶結・圧密により，火山ガラスやパミス
などが細長く伸び，数mmから数 cm幅の葉理状のレイヤーの集合となっている場合も多い．多くの
地点で葉理はほぼ水平である．本岩は風化により緑色，さらには白色粘土状に変化する．厚さは厚い
ところで 50m前後である．西谷層中の溶結凝灰岩は葉理（固結・圧密時にできる構造）は西北西走
向で 10°から 20°ほど南西に傾いていることが多い．
ところで，本岩について，中江ほか（2015）は 5万分の 1地質図幅「冠山地域」の記載の中で，岩
質上の性質と礫層などの堆積岩を随伴することから，西谷流紋岩という名称は不適切であり，西谷層
としてよぶことを提唱した．本稿でもこの見解に従う．西谷層の中で特に赤紫色の流紋岩質溶結凝灰
岩を指す場合は従来どおり西谷流紋岩として記載する．すなわち，西谷層は礫層（相対的に下位）と
溶結凝灰岩層（相対的に上位）からなる．さらに，中江ほか（2015）は，西谷層の年代についても従
来漸新世とされてきた論拠に問題があり，おそらく中新世初期の年代である可能性を指摘した．筆者
もこの見解に賛成であるが，年代的には従来の見解と中江ほか（2015）の見解の両方を採用すること
にし，漸新世から中新世初期に対比させておく．
安山岩類は越前中央山地や丹生山地南部に広く分布する中新世糸生層安山岩類に属する．この地域
では火山角礫岩や溶岩が多く，凝灰岩や凝灰角礫岩は乏しい．この地域ではあまり発達しないが，中
央山地の各所で基底部には局部的に円礫岩を挟む場合がある（服部，2012）．溶岩流にはしばしば板
状節理が発達する．糸生層も中新世前期の地層と考えられているので，先ほどの西谷層も含めて，中
新世前期には流紋岩質岩石から始まり，安山岩質岩石に至る火山活動があったことになる．筆者は野
外踏査で西谷層と糸生層との関係が密接であり，ほとんど整合関係にあるという印象を持っていた．
おそらく，漸新世末から中新世前期の火山活動の初期に西谷層が噴出し，活動が活発化した時期に安
山岩を主体とした糸生層が噴出したのであろう．両者ともこの地域では陸上に噴出・堆積したもので
あるが，西谷層も糸生層も基底に堆積層を挟んでいる．
九頭竜川沿いの段丘堆積物・平地堆積物や谷沿いの土石堆積物については，表層地質図「永平寺」
図幅（福井県，1988）を参照されたい．
この地域の岩石・地層の姿勢は大きく二分できる．飛騨片麻岩類，古期花崗岩類，それに足羽層・
濃飛流紋岩類は激しく変形し，その分布も大変不規則である．一方，西谷層と糸生層の分布境界はほ
ぼ等高線に沿っており，平坦化された先新生代の地層・岩石の分布地域に積重したことを示す．西谷
層の走向は変化に富み，傾斜も 30°以下で変化する．このような特徴は南側の足羽川地域でも同様で
ある（服部，2011，2012，2013）．しかしながら，大きく見れば，図３の断面図に示すように単調な
地質構造をしている．
文殊山・三里山地域の地質
糸生層が広く分布する越前中央山地の西端部に位置する文殊山，三里山，それに越前市粟田部地区
において西谷層や濃飛流紋岩などの古い時代の火成岩などが分布することは知られていた（福井県，
1969，2010）．それらを確認するため，調査した（図４）．分布は既往の調査結果と大差ないが，文殊
山西斜面の西谷層（溶結凝灰岩を主体とする．西谷流紋岩）と文殊山本体を構成する糸生層は断層関
係であると思われる．文殊山地区の西谷流紋岩も赤紫色で薄い葉理状の流理構造をもち，その姿勢は
ほぼ水平である．露出する範囲での厚さは 50m程度である．
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三里山南斜面山麓（西樫尾町）には足羽層と
推定される岩石がわずかに露出する（福井県，
1976）．ここの足羽層は粗粒砂岩と泥岩からで
きているが，露出状態が悪く，詳細は不明であ
る．粟田部地区不老町などに西谷層が点在して
いる．この流紋岩は分布上糸生層の下位に存在
することは明らかであり，他地域の西谷流紋岩
と同様に赤紫色であり，数 cm幅の薄い葉理状
流理構造をもつ．不老での厚さは 30m程度で
あり，他の分布地でも 50mを超えることはない．
不老では流紋岩の下位に小礫サイズのチャート
円礫を多数含む礫岩層が存在する．基質は流紋
岩質粗粒砂岩である．円礫のサイズは大きくて
も 5cmという程度である．チャート礫にはト
リアス紀放散虫が含まれる（福井県，1999）．
この礫岩層の厚さは 10m程度である．礫岩層
と見掛け上位の西谷流紋岩との接触面は観察で
きないが，水平（緩く東傾斜）であり，西谷流
紋岩の姿勢と同様である．この礫層はチャート
円礫を多く含むこと，西谷流紋岩の下位に存在
することなどの特徴がある．表層地質図「鯖江・
梅浦」図幅での区分では礫岩層も西谷流紋岩の
一部とされており（福井県，1984），西谷層の
一部である可能性がある．
三里山本体は糸生層に区分される安山岩質岩
石で構成されている．南西部は安山岩質火山角
礫岩が多く，北東側では黒曜石質の岩石が分布
する．一部には松脂岩や真珠岩に類似した岩石
も存在する．黒曜石質岩石は硬質であり，風化
すると赤くなったり，黄褐色になったりし，場
合によっては西谷流紋岩との区別が困難にな
る．福井県内では黒曜石類似岩の産出は坂井市安島付近以外では三里山地域に限られている（吉澤，
2014）．本岩類似の赤色硬質安山岩が文殊山南東部の吉谷町の林道沿いおよび青葉台団地北にわずか
に露出している．三里山南部山麓には濃飛流紋岩に類似した白色流紋岩が僅かに分布するが，確定で
きないことと分布が僅少であるので地質図では割愛した．
文殊山・三里山地域の中新統の全体的地質構造としては，緩く東に傾斜していると推定される．
福井市縫原地域の地質
福井市縫原地域の地質分布を図５に示す．この地域の地質は服部（2013）によって触れられてい
る．服部（2013）は縫原町の北で片麻岩の存在を確認し，報告した．仁位町から美山大谷町に抜け
る林道の仁位町側にわずかに西谷層（流紋岩）が存在することが知られていた（福井県，1988）．今
回，この西谷層がどのように分布しているかを知るために，林道から東の谷に入り踏査した．その結
果西谷層のほかに片麻岩の存在が確認された．片麻構造の走向・傾斜は，北東走向であり，北西に約
50°から 70°傾斜している．また転石ながら晶質石灰岩が見つかった．そのためこの片麻岩の東方延
長部に相当する縫原集落の北東部を再度調査した．その結果，片麻岩の分布の大局は従来の報告（服
図４：文殊山・三里山地域の地質図
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部，2013）と変更はないが，分布の最西端の林道沿いの谷筋で晶質石灰岩の大きな転石（最大サイズ
70cm程度）が複数個落ちていることを確認した．この事実は，仁位町集落の北東側の片麻岩と縫原
北東部の片麻岩は同類であり，糸生層に被覆されているが，地下では一体のものである可能性を示す．
晶質石灰岩を伴う片麻岩は上志比地域ではごく普通に存在し（図３），縫原・仁位地域の片麻岩・晶
質石灰岩は上志比地域それらの延長部であると判断される．
縫原の西の山麓（仁位口のバス停）と南西の羽生川に西谷流紋岩がわずかに露出している．露出状
態が悪く，糸生層との関係は不明であるが，分布から判断して基本的には断層関係と思われる．これ
らのすぐ西の薬師地区には西谷層が広く分布しているので，その延長部と思われる．羽生川に露出す
る西谷層の上面は羽生川の河床より 15m程の高さに発達する平坦面であり，低位段丘に対比できる
侵食平坦面であろう．
越前中央山地の地質層序と地質構造
越前中央山地の地質層序については，最も広い分布面積を持つ糸生層の化石年代が確定されていな
いので，不明な点が多い．しかしながら従来の地層対比（福井県，1969，2010）や今回の一連の調査
（服部，2011，2112，2013およびこの論文）の間には，多少の相違はあるものの，現時点では表１の
ように総括できる．
図５：福井市縫原地域の地質
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今までの調査に基づき，越前中央山地の地質構造について検討する．越前中央山地の大部分は陸上
火山岩（糸生層）であり，堆積岩に見られる地層面が存在せず，地質構造解析に役立つ走向・傾斜は
ほとんど測定できない．西谷層の溶結凝灰岩には細かい葉理が発達する．それらの姿勢は，九頭竜
川から羽生川の間では，西北西走向の 10°から 20°程度の南傾斜である．文殊山付近では，北東走向
で，南東に 20°程度の傾斜である．越前市不老付近では，北北東走向で東に 10°から 20°の傾斜である．
池田町野尻から寺谷付近では，北東走向で北西に 30°程度の傾斜である．西谷層の分布は狭く，また，
基盤岩を不整合で被覆しているので，これらの姿勢が本来水平面であったという確証が得られない．
そのため，中央山地全体の構造解析には躊躇する．そこで，別の方法を採用することにする．
この地域は，①古期岩石類，②濃飛流紋岩類（＋足羽層），③西谷層（西谷流紋岩とその下部に発
達する礫岩層），それに④糸生層が分布する．中央山地の地質構造を論ずる基準面として，①と②の
境界，②と③の境界，③と④の境界を取り上げることができる．しかしながら，②の分布は散点的で
あることから，①とまとめて，古期岩石類（①＋②）とし，それらと新期岩石類（③＋④）に区分し
た中央山地全域の地質図を図６に示す．西谷層（③）と糸生層（④）の境界は不整合面であるが凹凸
が少なく，一体と扱っても問題は生じない．
もう少し詳しく述べると，濃飛流紋岩の噴出前に大々的な変動があった．飛騨片麻岩に古期花崗岩
類が貫入し，その後に手取層群の堆積があった．この間に，古期花崗岩類が地表に到達する程度には
削剥が進んでいた．この地域の手取層群の地層面は局部的に急傾斜になっているが，広い範囲でみれ
表１：福井県越前中央山地の地質層序表
 （飛騨外縁帯に属する地質体については割愛）
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図６：越前中央山地の大局的な地質分布
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ば分布表面の標高はほぼ平坦である．その後，足羽層や濃飛流紋岩が堆積したが，現在中央山地でそ
れらの分布が確認できるところは散点的であり，散点的に堆積したのか，あるいは広い範囲に堆積し
たものが，その後の侵食により分布が散点的になったのかははっきりしないが，足羽層は散点的に堆
積し，濃飛流紋岩類は広域的に堆積したのであろう．濃飛流紋岩堆積後，両者はあまり変形を受けな
かったが，著しい侵食を受け分布が散点的になり，その後に西谷層や糸生層などの新期岩石類が堆積
した．西谷層と糸生層は構造的にも層序的にも密接に伴っており，噴出時期も接近しているので，日
本海開裂時の初期に西谷層，少し遅れて糸生層が噴出したと思われる（石渡，2004）．西谷流紋岩に
対比可能とされている月長石流紋岩質溶結凝灰岩が北陸層群など日本海側に広く分布しており（石田
ほか，1998），この考えを裏付ける．
古期岩石類は鯖武盆地（福井平野の南部を指す）を挟んだ越前市西域（丹生山地）にも広く発達す
る（梅田，2014）．中央山地の基盤である古期岩石群の西方境界は，越前町梅浦から北東方向に延び
ていると思われる．1969年版の福井県地質図では断層線が引かれ，その北西側に中新世及びそれ以
降の火山岩・堆積岩が，南東側に花崗岩類や濃飛流紋岩が分布している．2010年版福井県地質図で
は断層線は引かれていないが，ほぼ同じ位置に分布の境界があるように思われる．地表では断層が確
認できなくとも，地下では北東－南西方向の断層があると考えられる．その北東延長は九頭竜川沿い
の古期岩石の分布西端近く（永平寺町五松橋付近）を通っているのではないか．この断層はおそらく
中新世の火山活動や堆積作用に関係した古い断層であり，日本海開裂の際に発生したのではないだろ
うか．
1891年の濃尾大地震では，池田町野尻の南東側では地形変形が確認されている．松田（1974）に
よれば，温見断層に沿って野尻まで左ずれの変位が確認されているが，その北西側では変形が見つか
らず，断層の末端が野尻であると解釈される．野尻集落の東側では山地の隆起が起こっている．野尻
から北に流れる足羽川に沿って過去の断層が存在し，温見断層に沿う水平変形がこの断層で終了し，
東側での隆起運動に転化したものと思われる．過去からの隆起量は 100から 150m程度と見積もられ
る（服部，2013）．池田町千代谷地区の部子川に沿って断層が存在する．この断層に沿っても 100ｍ
前後の垂直変位が推定される．これらの断層以外にもいくつかの断層の存在が推定されている（服部，
2013）．また活断層の存在も推定されている（活断層研究会，1991編）．いずれも 100mを超える垂直
変位を示すことはない．以上の観察から，中央山地全体の大局的変形を議論するには，野尻－金見谷
間の花崗岩部分の隆起を除いて，断層による変位は無視できる．
中央山地の中央部を南北に古期岩石が露出し，その上を足羽川が流れている．仮に足羽川が存在し
ないとすると，足羽川による侵食作用も存在しない．足羽川両側の地形的高所には糸生層が露出して
おり，高所を結ぶと古期岩石類は，野尻－金見谷間の花崗岩類を除いて全て糸生層の下に隠れてしま
う．すなわち足羽川が存在しないと，中央山地中央部の古期岩石群は確認できないことになる．この
解釈に従えば，中央山地の古期岩石群は地質変形の結果露出しているのではなく，足羽川による侵食
により下にあったものが顔を見せたにすぎない．言い換えれば，古期岩石群と新期岩石群はほぼ水平
な不整合面をもって積重しているのである．それでは，なぜ中央山地の中央を足羽川が流れているか
という問題が発生するが，そのことについては現時点では明快な説明はできない．
越前中央山地，鯖武盆地，それに丹生山地側の古期岩石群の分布を大きく見てみよう．越前中央山
地側では北東側に緩く傾いているようである（古い岩石が南西部の粟田部地区，文殊山・三里山地域
に出現している）．丹生山地側では，古期岩石群が南東側に出現し，若い岩石群が北西側に分布して
いる．よって，大局的には褶曲軸が南北で，北に沈む背斜構造があり，さらに軸部が陥没していると
考えることができる．背斜構造ができた時期と陥没構造ができた時期については，今のところ，鯖武
盆地を作り出す第三紀末から第四紀の地盤変動に属するものであろうとしかいえない．なお，足羽川
より東側と北側の大局的な構造については今の時点では議論することはできない．
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あとがき
この論文は，2010年版福井県地質図の不備を補うために行った調査の結果の一部である．筆者は
南条山地の中・古生層の地質研究を専門としており，越前中央山地の第三紀層を専門とはしていない．
そのため，本論の記述などに不備があったり，誤解を招く表現があったりすると思われるが，お許し
願いたい．
本研究を進めるにあたり，福井大学地学教室の諸先生および長い間の共同研究者である梅田美由紀
氏には多大な支援を受けた．記して感謝する．
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